
あ
江

戸

時

代

、

相

撲

は

姫

路

の

殿

様

か

ら

庶

民

ま

で

広

く

楽

し

ま

れ

た

ス

ポ

ー

ツ

だ

っ

た

。

高

砂

神

社

の

記

録

に

あ

る

境

内

内

外

で

の

相

撲

興

行

の

許

可

を

姫

路

藩

に

願

う

願

書

の

写

に

よ

れ

ば

、

江

戸

で

大

相

撲

が

興

隆

し

た

十

九

世

紀

に

な

る

と

同

社

で

も

相

撲

が

盛

ん

に

行

わ

れ

て

い

る

。

 

あ

寛

政

十

年

(

一

七

九

八

)

四

月

の

最

古

の

願

書

は

、

高

砂

の

清

水

町

に

住

む

名

取

川

了

助

こ

と

油

屋

三

右

衛

門

の

門

弟

が

、

尉

姥

社

の

祭

の

折

に

稽

古

相

撲

を

奉

納

す

る

こ

と

を

願

っ

た

も

の

で

あ

る

。

名

取

川

は

相

撲

興

行

を

何

度

か

願

っ

て

い

る

が

、
あ

る

願

書

で

は
「

角

力

す

も

う

渡

世

」

と

書

か

れ

て

お

り

、

相

撲

を

商

売

と

し

て

い

た

。

幕

末

に

書

か

れ

た

地

誌

『

高

砂

雑

誌

』

に

は

、

相

撲

取

と

し

て

初

名

を

名

取

川

と

い

い

天

保

十

四

年

(

一

八

四

三

)

に

亡

く

な

っ

た

清

水

町

の

陣

幕

良

助

(

給

金

五

両

ク

ラ

ス)

と

、

行

司

と

し

て

油

屋

三

右

衛

門

が

載

っ

て

い

る

。

こ

れ

か

ら

、

名

取

川

は

相

撲

取

を

経

て

、

高

砂

で

弟

子

を

育

て

な

が

ら

行

司

の

免

許

も

得

、

相

撲

取

の

仲

間

や

弟

子

を

集

め

て

高

砂

神

社

な

ど

で

勧

進

元

と

し

て

相

撲

を

興

行

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

あ

文

化

期

(

一

八

〇

四

～

一

八

)

に

は

高

砂

神

社

で

の

相

撲

興

行

は

神

社

祭

事

か

ら

独

立

し

て

正

月

の

取

始

相

撲

が

中

心

と

な

り

、

天

保

期

に

は

大

坂

の

大

相

撲

興

行

時

期

に

近

い

秋

の

晴

天

日

に

一

～

二

日

行

う

よ

う

に

な

っ

た

。

興

行

人

も

多

く

な

り

、

高

砂

で

の

相

撲

の

隆

盛

が

う

か

が

わ

れ

る

が

、

こ

の

時

期

の

相

撲

事

情

に

つ

い

て

は

次

回

あ

ら

た

め

て

書

き

た

い

と

思

う

。

 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員 

中

川

す

が

ね

） 

た 

か 

さ 

ご 

史 

話 
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～

高

砂

神

社

で

の

相

撲

興

行

Ⅰ

～ 


